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要 約 

 史跡能島城跡保存修理事業に伴い主郭にあたる郭Ⅱ・Ⅲと海岸部の南部平坦地の試掘調査を

実施した。郭Ⅱ・Ⅲでは合計 13 本のトレンチを設定し、357 基の柱穴、11 基の土杭、7 条の

溝状遺構を確認した。比較的広い平坦地では、郭Ⅰと同様に、多くの柱穴が確認され、比較的

狭い平坦地では、通路として利用するために行われたと思われる岩盤の削平や、盛り土といっ

た土木工事の跡が確認できた。 

南部平坦地前には３箇所のトレンチを設定し石垣前面の状況把握を行った。各トレンチとも

柱根が検出され海岸利用の確証となった。しかし、岩盤は予想より深く、トレンチを２ｍ×２

ｍ大としていたため掘削可能深度に限界があり、岩礁ピット等地山面の確認や石垣前面の根石

部分の把握には至らなかった。 

 


